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特 集

令和6年  年頭のあいさつ

伊仙町長

大久保 明

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
政
の
推
進
に
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
未
だ
影
響
が
続
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
、
物
価

高
騰
に
伴
う
様
々
な
対
応
を
中
心
に
取
り

組
み
続
け
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
世
界
的
な
穀
物
需
要
の
増

加
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
に
加
え
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
等
の
影

響
に
よ
り
、
化
学
肥
料
原
料
の
国
際
価
格

が
大
幅
に
上
昇
し
、
肥
料
価
格
が
急
騰
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
経
営
の
影
響
を
緩
和
す
べ
く
、

肥
料
コ
ス
ト
上
昇
分
の
支
援
な
ど
を
積
極

的
に
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

常
に
激
変
す
る
社
会
情
勢
の
な
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
本
町
の
基
本
理
念
と
し
て

掲
げ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
を
目
指
す
『
町
民
総
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
』」
を
さ
ら
に
追
求
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
70

周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
群
島

民
20
余
万
の
署
名
活
動
や
断
食
に
よ
る
無

血
民
族
運
動
な
ど
、
諸
先
輩
方
の
思
い
を

後
世
に
語
り
継
ぐ
一
環
と
し
て
、
町
内
の

小
中
学
生
を
対
象
に
、
地
元
の
語
り
部
の

方
々
よ
り
当
時
の
復
帰
運
動
や
平
和
の
尊

さ
に
つ
い
て
課
外
授
業
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

戦
艦
大
和
慰
霊
塔
の
老
朽
化
に
伴
う
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
動
を
と
お
し

て
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
ご
寄
付
と
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
賜
り
、
改
め
て
慰
霊
塔
の
価

値
と
子
々
孫
々
ま
で
継
承
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
全
国
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
多
く
の
ご
芳
志
に
対
し
て
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
伊
仙
町
の
町
政
運
営
の

基
本
目
標
と
し
て
策
定
さ
れ
た
伊
仙
町
総

合
計
画
の
最
終
年
（
10
年
目
）
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
町
政
運
営
の

総
括
並
び
に
政
策
全
般
の
効
果
検
証
を
行

う
と
と
も
に
、
10
年
後
の
伊
仙
町
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
町
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
積

極
的
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、町
内
の
各
集
落
で
の
「
ま

ち
づ
く
り
座
談
会
」
を
実
施
す
る
な
ど
し

て
、
政
策
全
般
に
つ
い
て
「
町
民
の
み
な

さ
ま
の
声
」
を
直
接
お
伺
い
し
、
透
明
か

つ
実
行
性
の
高
い
政
策
立
案
に
一
層
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
今
任
期
中
に
掲
げ
た
６
つ
の
重

点
政
策
「
人
口
増
加
と
産
業
支
援
」「
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
子
ど
も
た
ち

が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
材
育
成
と

起
業
支
援
」「
透
明
性
の
あ
る
行
政
運
営

の
構
築
と
特
色
を
生
か
し
た
集
落
づ
く

り
」「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」は
、

町
民
総
参
加
の
も
と
に
実
現
す
べ
き
重
要

な
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
車
の
両
輪
で
あ
る
議
会
と
政
策

論
議
を
交
わ
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
生

活
向
上
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

               

令
和
6
年
1
月

               

伊
仙
町
長　

大
久
保 

明
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令和6年  年頭のあいさつ

伊仙町教育委員会
教育長

伊田 正則

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

令
和
６
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
や
や
沈
静
化

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
や
新
た
な
感
染
症
の
広
が
り

等
が
見
ら
れ
未
だ
に
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
世
界
で
は
、
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス

の
戦
争
に
よ
り
、
余
り
に
も
命
が
軽
く

扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
末
に
伊
仙
町

主
催
の
奄
美
群
島
復
帰
70
周
年
記
念
式

典
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
人
た
ち
は
、

断
食
行
動
や
全
国
各
地
で
の
集
会
・
行

進
・
署
名
等
、
無
血
革
命
の
中
で
日
本

返
還
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
何
度
も
挫

折
し
そ
う
に
な
る
中
、
粘
り
強
く
、
強

い
意
志
を
持
ち
地
道
に
時
に
は
大
胆
に

平
和
的
解
決
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
今
の
若
い
世
代
に
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
受
け
継
ぎ
、
つ
な
ぐ
必

要
を
感
じ
ま
す
。

　

伊
仙
町
教
育
委
員
会
は
、
地
域
の
語

り
部
さ
ん
を
中
心
に
、
各
小
中
学
校
で

奄
美
群
島
日
本
復
帰
の
歴
史
を
学
ぶ
学

習
会
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
学
習
会
の
中
で
も
、
私
た
ち
伊

仙
町
の
先
人
で
あ
る
日
本
復
帰
の
父
、

奄
美
の
ガ
ン
ジ
ー
と
呼
ば
れ
、
奄
美
群

島
日
本
復
帰
の
中
心
的
指
導
者
で
あ
る

面
縄
出
身
の
「
泉
芳
朗
」
氏
の
功
績
を

学
ぶ
こ
と
は
、
重
要
な
こ
と
と
捉
え
て

い
ま
す
。
ま
た
同
じ
面
縄
出
身
の
「
盛

郷
重
廣
」
氏
の
活
躍
に
つ
い
て
も
知
る

こ
と
が
重
要
で
す
。「
泉
芳
朗
」
氏
を
は

じ
め
復
協
派
遣
代
表
団
が
ア
メ
リ
カ
の

マ
ー
フ
ィ
ー
大
使
と
の
会
見
を
果
た
す

た
め
に
上
京
し
ま
す
。
し
か
し
在
京
中
、

良
い
返
事
が
も
ら
え
ず
諦
め
落
胆
し
て

い
る
中
、「
盛
郷
重
廣
」
氏
は
、「
泉
芳

朗
」
氏
ら
の
最
終
目
的
で
あ
っ
た
マ
ー

フ
ィ
ー
大
使
と
の
面
会
の
確
約
に
取
り

次
い
だ
陰
の
功
労
者
で
す
。「
盛
郷
重
廣
」

氏
が
い
な
け
れ
ば
マ
ー
フ
ィ
ー
大
使
と

の
面
会
は
実
現
せ
ず
、
日
本
復
帰
へ
の

道
は
遠
の
い
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
つ
ら
い
苦
し
い
中
で
も
、

強
い
意
志
を
持
ち
、
み
な
で
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
国
や
世
界
も
動
か
し
て
み

せ
た
先
人
の
強
い
行
動
力
を
誇
り
に
持

ち
、
若
い
世
代
に
受
け
継
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

伊
仙
町
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
こ

れ
か
ら
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や

町
民
の
み
な
さ
ま
が
主
体
的
に
学
び
を

深
め
、
豊
か
な
生
活
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
う
、
教
育
施
策
を
と
お

し
た
環
境
作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
本
年
が
町
民
の
み
な
さ
ま
に

取
り
ま
し
て
幸
せ
に
満
ち
た
、
充
実
し

た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。
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特 集

令和5年度 伊仙町合同 金婚式を開催しました

　
令
和
５
年
11
月
29
日
、
ほ
ー
ら
い

館
癒
て
ぃ
な
ホ
ー
ル
に
お
い
て
令
和

５
年
度
伊
仙
町
合
同
金
婚
式
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
伊
仙
町
に
本
籍
が

あ
り
、
昭
和
48
年
1
月
1
日
か
ら
12

月
31
日
の
間
に
ご
結
婚
さ
れ
た
伊
仙

町
在
住
の
御
夫
婦
19
組
が
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
感
染
症
の

流
行
や
体
調
不
良
な
ど
、
様
々
な
要

因
が
あ
っ
た
な
か
4
組
の
御
夫
婦
と

そ
の
ご
家
族
が
ご
参
加
く
だ
さ
り
、

盛
大
な
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
写
真
に
収
め

ま
し
た
の
で
、
一
部
ご
覧
下
さ
い
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
昭
和
49
年

1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
に
ご
結

婚
さ
れ
た
御
夫
婦
が
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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仲 實・久美子 夫妻町田 髙芳・久子 夫妻

令和5年度 伊仙町合同 金婚式を開催しました寿

酒匂 源宝・登枝 夫妻谷村 清次・万里子 夫妻

結婚25周年 銀婚式 結婚55周年 エメラルド婚式

結婚30周年 真珠婚式 結婚60周年 ダイヤモンド婚式

結婚35周年 珊瑚婚式 結婚65周年 碧玉婚式・ブルースターサファイア婚式

結婚40周年 ルビー婚式 結婚70周年 プラチナ婚式

結婚45周年 サファイア婚式 結婚75周年 ダイヤモンド金婚式

結婚50周年 金婚式 結婚80周年 樫婚式

日
本
の
結
婚
記
念
日
の
名
称
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特 集

　１１月５日(日)に奄美群島日本復帰70周年記念 第
45回伊仙町駅伝競走大会が開催されました。
　喜念浜公園駐車場入口をスタートし、糸木名小学
校グラウンドまで、8区間16.6㎞のコースで行われ、
8校区8チームが参加しました。
　序盤から6区までの間はつねに1位が入れ替わる
激しい上位争いの中、伊仙校区が抜け出し見事大会
6連覇を達成しました。今大会では2区間で区間新
記録が生まれました。
　参加された選手や沿
道応援していただいた
町民のみなさま、選手
編成に携わった校区の
みなさまへ御礼を申し
上げます。

1位 1区 小学男子

高校男子

中学男子

一般男子

一般女子

中学女子

高校女子

小学女子

5位 5区

3位 3区

7位 7区

2位 2区

6位 6区

4位 4区

8位 8区

伊仙校区 伊仙校区

喜念校区

喜念校区

伊仙校区

鹿浦校区

犬田布校区

糸木名校区

伊仙校区

幸
こ う た

多 玄
げ ん き

暉

中
な か え

江 龍
りゅうせい

星

森
もり

　王
お う せ

世

國
くにしま

島 毅
つよし

片
かたぎり

桐 由
ゆ う き

起

大
おおいし

石 柚
ゆ ず な

那

椛
かばやま

山 きらら

寳
ほうえい

永 友
ゆ き な

樹愛

糸木名校区

面縄校区

阿権校区

喜念校区

犬田布校区

鹿浦校区

馬根校区

1時間05分48秒 6分22秒

12分38秒

6分54秒

7分38秒

5分00秒

5分07秒

11分05秒

6分24秒

1時間12分22秒

1時間09分41秒

1時間20分17秒

1時間09分07秒

1時間12分59秒

1時間11分50秒

1時間23分34秒

最終結果

総
合
順
位

区
間
賞

区間新

区間新

奄美群島日本復帰70周年記念
第45回 伊仙町駅伝競走大会
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特 集

　11月５日（日）に伊仙町文化協会主催「奄美群島日本復帰70周年記念 第43回 伊仙町文化祭」が開催されました。
　会場には約350人が来場され、約330点の展示作品や、15の舞台発表プログラムで終日賑わいました。復帰70周
年にちなんで、「日本復帰の歌」の全体合唱に始まり、徳之島福祉会の園児たちのダンスや、民謡、日舞、フラダンス、
三味線、ハーモニカ、コーラスなど1年間の練習の成果を生き生きと発表し、展示では泉芳朗氏のコーナーをはじめ、
生け花・書道・粘土のお花・フラワーペイント・クラフトバンド・短歌などたくさんの力作が人々の目を楽しませていま
した。

奄美群島日本復帰70周年記念

第43回 伊仙町文化祭が
開催されました
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11
月
23
日(

木)

、
徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば

「
ほ
ー
ら
い
館
」
に
お
い
て
、
「
奄
美
群
島

日
本
復
帰
70
周
年
記
念 

第
47
回
伊
仙
町
産
業

祭
・
食
の
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
さ
と
う
き
び
部
門
や
畜
産
部

門
、
園
芸
部
門
、
徳
之
島
の
夢
あ
る
農
業
絵
画

や
８
０
２
０
運
動
、
給
食
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
、
各
部
門
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

徳
之
島
の
夢
あ
る
農
業
絵
画
に
お
い
て

は
、
常 

隆
貴
さ
ん
（
馬
根
小
学
校
）
の
作

品
「
徳
之
島
の
農
業
を
守
れ
！
万
能
楽
々
ロ

ボ
ッ
ト
」
が
最
優
秀
賞
の
本
部
長
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

式
典
会
場
に
は
展
示
作
品
と
し
て
、
徳
之

島
の
夢
あ
る
農
業
絵
画
の
全
作
品
、
給
食
レ

シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
全
作
品
が
展
示
さ
れ
、

表
彰
者
の
家
族
や
来
場
者
が
熱
心
に
見
入
る

姿
や
記
念
撮
影
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
飲
食
や
雑
貨
、
野
菜
・
花
の

苗
な
ど
様
々
な
出
店
で
賑
わ
う
中
、
三
輪
車

レ
ー
ス
や
綱
引
き
、
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
安
田 

竜
馬
さ
ん
や
城 

朋
仁
さ
ん
に
よ
る
屋
外
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

産
業
祭
・
食
の
文
化
祭 

受
賞
者

【
さ
と
う
き
び
部
門
】

（
単
収
の
部
）　
　
　
内 

信
夫

（
品
質
の
部
）　
　
　
伊
地
知 

悟

（
収
穫
面
積
の
部
）　

仲 

章
男

（
振
興
の
部
）　
　
　
西
部
き
び
生
産
組
合

【
畜
産
部
門
】       

日
高 

卓
磨

　

 　
　
　
　
　
　

   

美
島 

陽
介

【
園
芸
部
門
】       

米
山 

寿
八
郎

【
徳
之
島
の
夢
あ
る
農
業
絵
画
】

（
本
部
長
賞
）　

      

馬
根
小　

   

常 

隆
貴

（
町
長
賞
）　
　

      

喜
念
小　

  

元
山 

里
莉

（
教
育
長
賞
）　

      

馬
根
小　

  

常 

龍
之
助

（
農
業
協
同
組
合
賞
）  

犬
田
布
小　
北
澤 

銀
治

（
南
西
糖
業
賞
）　

   

犬
田
布
小　
浪
瀬 

実
理

（
共
済
組
合
支
所
長
賞
） 

鹿
浦
小　

   

中 

彪
雅

（
奨
励
賞
）　
　

      

糸
木
名
小　
藤 

真
帆

　
　
　
　
　
　

      

糸
木
名
小　
源 

琉
之
介

　
　
　
　
　
　
　

   

犬
田
布
小　
当
山 

恋
華

　
　
　
　
　
　
　

    

鹿
浦
小　

   

中
熊 

穂
華

　
　
　
　
　
　
　

    

阿
権
小　

  

町
田 

愛
奈

（
学
校
賞
）　
　

      

鹿
浦
小
学
校

【
８
０
２
０
運
動
】
松
本 

美
江
子

　
　
　
　
　
　
　
　

里
井 

健
義

　
　
　
　
　
　
　
　

原 

ア
サ
子

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
田 

棟
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

樺
山 

巌

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

勝
子

【
給
食
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
】

（
最
優
秀
レ
シ
ピ
賞
） 

面
縄
中　

  

元
山 

美
弥

　
　
　
　
　
　
　
　

 

喜
念
小　

  

元
山 

里
莉

（
優
秀
レ
シ
ピ
賞
）    

犬
田
布
中　
元
山 

智
喜

（
教
育
委
員
会
賞
）    

面
縄
中　

   

澤 

來
寿

（
百
菜
賞
）　
　
　

  

馬
根
小　

   

橋
口 

結
彩

（
食
育
推
進
協
議
会
賞
） 

阿
権
小　

  

元
山 

博
登

（
最
優
秀
ネ
ー
ミ
ン
グ
賞
）
伊
仙
中　

  

實
村 

心
香

伊仙町産業祭・食の文化祭第47回
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幼
稚
園
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

11
14・28

中
学
校
芸
術
鑑
賞
会

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環
で
、

伊
仙
中
学
校
を
皮
切
り
に
中
学
生
向
け
の
芸

術
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
劇
団
ア
フ
リ
カ
の
み
な
さ
ん
を

招
き
、
西
ア
フ
リ
カ
の
お
祭
り
を
再
現
し
た

パ
ワ
フ
ル
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
鑑
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
声
を
出
し
た

り
、
体
を
動
か
し
た
り
し
な
が
ら
、
生
徒
と

先
生
方
も
一
緒
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
素
敵
な
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
笑
い
声
が
広
が

り
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

●
ア
フ
リ
カ
音
楽
を
見
て
、聴
い
て
、

　
劇
団
員
と
触
れ
合
っ
た
中
学
生

　

令
和
6
年
1
月
よ
り
伊
仙
・
面
縄
幼
稚
園

で
学
校
（
幼
稚
園
）
給
食
が
始
ま
り
ま
す

が
、
そ
の
前
に
学
校
給
食
が
ど
の
よ
う
な
も

の
か
を
知
っ
て
も
ら
う
「
親
子
試
食
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

町
立
幼
稚
園
で
初
め
て
学
校
給
食
を
提
供

し
ま
し
た
が
、
給
食
を
と
お
し
て
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10
30・31

■犬田布中学校

■伊仙中学校

■面縄中学校

■令和５年１１月１４日 伊仙幼稚園■令和５年１１月２８日 面縄幼稚園
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給
与
等
を
支
払
っ
た
事
業
者
は
、す
べ
て
の

従
業
員
の
給
与
支
払
報
告
書
を
作
成
し
、毎
年

1
月
31
日
ま
で
に
市
町
村
へ
提
出
す
る
こ
と
が

地
方
税
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度（
令
和
5
年
1
月
1
日
～
令

和
5
年
12
月
31
日
分
）の
給
与
支
払
報
告
書
に

つ
い
て
は
、提
出
期
限
が
令
和
6
年
1
月
31
日

（
水
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
分
の
年
末
調
整
が
終
わ
り
ま
し
た

ら
、期
限
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
対
象
者

　
令
和
５
年
中（
令
和
5
年
1
月
1
日
～
令
和

5
年
12
月
31
日
）に
給
与
等
の
支
払
を
受
け
た

全
て
の
従
業
員
等

●
法
人
役
員
、ア
ル
バ
イ
ト
、パ
ー
ト
、非
常
勤

職
員
等
を
含
み
ま
す
。

●
令
和
５
年
中（
令
和
５
年
１
月
か
ら
令
和
5

年
12
月
31
日
）の
退
職
者
。

■
提
出
期
限

　
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

■
提
出
先

　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
先
は
、
従
業
員

等
の
令
和
6
年
1
月
1
日
現
在
に
お
け
る
住

所
地
の
市
町
村
で
す
。
な
お
、
令
和
５
年
中

（
令
和
5
年
1
月
か
ら
令
和
５
年
12
月
31
日
）

に
退
職
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
退
職
時
の

住
所
地
の
市
町
村
が
提
出
先
に
な
り
ま
す
。

　

従
業
員
の
住
所
地
が
伊
仙
町
の
場
合

は
、
く
ら
し
支
援
課
住
民
税
担
当
ま
で
、

e
l
t
a
x
に
て
提
出
す
る
か
郵
送
又
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
住
所

〒
8
9
1
-8
2
9
3
 鹿
児
島
県

大
島
郡
伊
仙
町
伊
仙
1
8
4
2

伊
仙
町
役
場
く
ら
し
支
援
課

住
民
税
課
税
係
宛

⃝

く
ら
し
支
援
課

●
令
和
6
年
度（
令
和
5
年
分
）

　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

伊仙町地域女性団体連絡協議会単位役員紹介
　10月12日より伊仙町地域女性団体連絡協議会単位役員として、新体制のもと女性連一丸となって、伊仙町の振
興に寄与することに努めてまいります。
　全てがゼロスタートということもあり、新たに作り上げていくメリットもありますが、町行事等のサポートや今ま
での数多くの活動を参考・改善しながら、みんなで知恵を出し合い、無理をせずにできることから一つ一つ取り組ん
でいきたいと思っております。
　これからも町民の方々と手を取り合い、女性連のメンバーの拡大を図り、みなさまのご指導・ご協力をいただきな
がら取り組んでいきたい所存です。
　また、単位役員の決まっていない集落もございますのでお声かけお願いいたします。

■ 令和5年度 単位女性連役員名簿
集落名 氏 名 集落名 氏 名 集落名 氏 名

喜 念 牧園 ゆかり
有山 八代美 東伊仙東

竹園 友枝
富山 優子

八 重 竿

佐 弁 菊池 房子 御前堂 木之香 島長 理恵子

東目手久 井上 和代
川戸 こみえ 東伊仙西 寛島 市子 阿 権

西目手久 中伊仙東 東犬田布 勇村 美千代

東面縄 窪田 さやか
基 奈々絵 中伊仙西 松田 りえ子

中川 雪江 西犬田布 水本 幸代

上面縄東 清田 眞奈美
関 恵 西伊仙東 重村 睦子

牧 かおり 糸木名 森山 幸子

上面縄西 池田 千佐代
中富 孝枝 西伊仙西 福田 万里子

盛田 美鈴 上 晴 田畑 八千代

古 里 澤村 久美香 東阿三 前元 あけみ
福宮 加代子 崎 原 松岡 順子

上検福 琉 涼子 西阿三 重田 鈴子 河 地 嶺 利枝

下検福 中村 洋子 馬 根
中 山 常 飛鳥 小 島

「伊
仙町写真館」へ
掲載したい写真を
募集します。



町長の動き
伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

月日 行事 場所

11/16（木）
全国治水砂防促進大会及び要望活動

東京

徳洲会グループ創立50周年記念式典
17（金） 要望活動

18（土）
2023奄美TIDAネシア交流会

第40回 武蔵野奄美フォーラム
19（日） 伊仙町役場職員採用試験 二次試験 

伊仙町
20（月） 令和5年度 伊仙町戦没者合同追悼式  

21（火）
市町村長会

瀬戸内町第141回 鹿児島県町村会定期総会
22（水） 第141回 鹿児島県町村会定期総会等（加計呂麻島内視察） 
23（木） 産業祭・食の文化祭/徳之島の将来の医療を考える会

伊仙町
27（月）

令和5年度 大島地域人材確保・育成推進協議会

伊仙町自殺対策計画策定委員会  

28（火）
宮城野親方御一行同行 島内

JAるもい表敬訪問
伊仙町

29（水） 伊仙町合同金婚式
30（木） 令和5年度 JAあまみ徳之島さとうきび部会総会 徳之島町

12/1（金）

行政運営委員調査会 伊仙町

徳之島用水土地改良区打合せ 天城町

徳之島愛ランド広域連合 住民説明会

伊仙町

4（月） 南西糖業新体制ご挨拶
5（火） NPO法人 徳之島虹の会 来庁
6（水） 九州防衛局 来庁

7（木）
九州電力送配電㈱奄美事業所年末のご挨拶

大島税務署ご挨拶

8（金）
森山裕衆議院議員挨拶訪問 

東京JAL要望活動
9（土） ふるさと映画祭
11（月） 第6回 奄美群島新ビジョン懇話会(オンライン)

伊仙町

12（火） 第4回 定例会
13（水） 第4回 定例会
14（木） 第4回 定例会
15（金） 第4回 定例会

11

戦艦大和慰霊塔修復プロジェクトへの
寄付のお願い

お問い合わせ先 きゅらまち観光課　戦艦大和慰霊塔修復プロジェクト担当
TEL：0997-86-3133

　戦艦大和慰霊塔修復プロジェクトクラウドファンディン
グへのご協力ありがとうございました。
　一般寄付のお申し込みにつきましては、きゅらまち観光
課窓口で引き続き受付しておりますので町民のみなさまの
ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。
　ご不明な点などございましたら下記までお問い合わせく
ださい。

　誕生日やイベントなどの記念写真、
面白風景やハプニング写真、お気に入りの

写真などジャンルは問いません。

　右記、二次元コードを読み取り、
必要事項をご記入のうえ、写真デー
タを添付してご応募ください。
※ご提供いただきました個人情報、および画像に
ついては伊仙町個人情報保護条例の遵守、肖像の
保護により万全の措置をとらせていただきます。

「伊
仙町写真館」へ
掲載したい写真を
募集します。

伊仙幼稚園・
面縄幼稚園の
みなさんがきて
くれました！！タイトル

『勤労感謝の日 来庁』
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給食センターだより

  パン分割丸目機を購入しました！

宮城野親方来島

花苗プランターなどを寄贈

　防衛省が実施する地域社
会との協力に係る施策（再
編関連訓練等交付金事業）
を活用し、町立学校給食セ
ンターでパン分割丸目機を
令和５年度に購入し、町内
児童、生徒へ安全安心でお
いしい給食を提供するため
に活用しています。
　今後も学校給食をとおし
て、児童、生徒や保護者な
らびに学校関係
者、町民に対し
て事業周知を行
います。

　社会貢献活動の一環として、公益社団法人奄美大島法人会伊仙町支部が教育委員会を訪れ、
小学校５校へ花苗やプランター等５０セット、培養土を寄贈しました。文元支部長は、「花を大切
に育てることで、優しい心も育んでほしい」と感想を述べていました。来年度も残りの３小学校に
寄贈を計画しています。伊田教育長は「花苗や資材の提供は本当にありがたい。卒業式や入学式
など、学校行事に花を添えることができる」と感謝の気持ちを伝えました。

「花いっぱい運動」
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宮城野親方来島
　
11
月
28
日
令
和
５
年
度 

文
化
交
流
事
業

（
主
催 

徳
之
島
観
光
連
盟
）
と
し
て
宮
城

野
親
方
（
第
69
代
横
綱 

白
鵬
）
と
同
部
屋

の
力
士
計
３
名
が
来
島
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
港
で
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
後
、
伊
仙

町
へ
移
動
。「
島
じ
か
ん
」
で
昼
食
を
と
り

徳
南
製
糖
、
犬
田
布
岬
、
阿
権
の
３
０
０

年
ガ
ジ
ュ
マ
ル
を
案
内
し
ま
し
た
。
行
く

先
々
で
町
民
の
方
々
と
気
さ
く
に
ふ
れ
あ

い
、
親
方
の
優
し
さ
と
気
遣
い
が
垣
間
見

え
る
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ほ
ー
ら
い
館
で
町
内

３
中
学
校
の
生
徒
約
２
０
０
人
を
対
象
に

「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。「
徳
之
島
に
は

２
０
０
６
年
の
巡
業
以
来
の
来
島
（
当
時
大

関
）。
巡
業
の
相
撲
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優
勝

し
、
翌
年
に
横
綱
に
昇
進
し
た
縁
起
の
良
い

島
」
と
回
顧
。「
努
力
す
れ
ば
運
は
く
る
。

夢
は
一
つ
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
夢
を
も
つ

こ
と
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

舞
台
上
で
同
行
し
た
力
士
２
名
が
ま
わ

し
姿
で
四
股
や
す
り
足
を
披
露
。
稽
古
の

意
味
や
目
的
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
相
撲
場
へ
場
所
を
移
し
力
士

２
名
が
島
内
の
相
撲
ク
ラ
ブ
の
小
中
学
生

に
胸
を
貸
し
、
稽
古
を
つ
け
、
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
夜
に
は
行
政
・
相
撲

関
係
・
観
光
連
盟
会
員
な
ど
約
80
名
が
参

加
し
来
島
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
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　伊仙町内において、町の条例で採取を禁止している希少な植物が無許可で採取さ
れた事案が発生しています。
　徳之島には、希少な動植物を守るために法律や条例で厳しい規制がかかっており、
種や場所によって捕獲・採取等が禁止されている場合があります。
　徳之島島内で動植物を捕獲・採取をする際は、十分にご注意ください。
　かけがえのない徳之島の自然を守り、次の世代へ引き継いでいくため、みなさまの
ご協力をお願いします。
　禁止されている種や場所につきましては、伊仙町役場ホームページをご確認ください。

【環境学習新聞について】
　伊仙町では、次世代を担う子どもたちが世界自然遺産や自然環境等に関する学習
を行うことにより、世界の宝となった徳之島・伊仙町の自然環境の価値や魅力につい
て理解を深め、郷土に対する誇りを育むとともに、自然環境保全に対する意識の向
上を図ることを目的に、町内小中学校３校において環境学習を今年度より実施してい
ます。今回は、伊仙中学校２年生が作成した環境学習新聞を本誌に折り込んでいま
すのでぜひご覧ください。

徳之島における動植物
捕獲・採取の規制について

ダイサギソウ
（3町条例指定種）

トクノシマカンアオイ
（３町条例指定種）
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開発基金の融資制度について

独立行政法人
奄美群島振興開発基金
まずはお気軽にお電話ください。

0997-82-0309
〒891-7101 大島郡徳之島町亀津2928-4

奄美群島の産業の振興を図るため、その事業に携わる
みなさまを金融面でサポートしています。

融資業務利率（R05.09.19時点）
年1.00％～年3.30%（一部の資金や経営状況等により利子補給が受けられる場合があります。）
融資期間　最高20年
上記以外にも融資の種類があります。

農地購入

中古船取得

観光関連産業

果樹植栽

農林水産物の流通加工

地域活性化

家畜購入

地域資源振興
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人口の動き
（2023年11月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,213 人

男 3,135 人

女 3,078 人

世帯数 3,437 世帯

出生 2 人

死亡 20 人

転入 16 人

転出 13 人
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念

清
水 

照
矢
さ
ん

（
亡  

清
水 

カ
ヅ
ヱ
さ
ん
）
96
歳

○
小
島

満
園 

武
俊
さ
ん

（
亡  

満
園 

ノ
ブ
さ
ん
）

82
歳

○
上
面
縄
東

伊
集
院 

一
博
さ
ん
（
亡  

伊
集
院 

丈
彰
さ
ん
）

102
歳

TEL 0997-86-3112　
FA

X
 0997-86-2301
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w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

元気いっぱい　
笑顔いっぱい　
すくすく大きく
なってね。

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

わが町のアイドル募集！

 伊仙町役場  未来創生課
 TEL 86-3112お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに、右記二次元コードを読み取り、必要事項
を入力し、掲載希望写真を添付いただきご送付ください。

福
ふ く な が

永 凌
り く

久くん（0歳11ヵ月）

長寿・子宝日本一の
町！

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。
住   所 伊仙町伊仙 1829-3 T E L 0997-86-3992

10年ぶりのモーニング・ランチを再開しました。
地域のみなさんに愛されるお店を目指します。

居酒屋 & 喫茶 メルヘン
定休日 毎週木曜日

営業
時間

■ 10:00 ～ 11:00 モーニング
　( 日曜日は休み )
■ 11:30 ～ 14:00 ランチ  
■ 17:00 ～ 23:00 居酒屋

kona-kibun.
毎週木・日曜日定休日

11:00 ～ 18:00営業時間

併設店


